
人新世の 「資本論」 （続編） 

気象変動、コロナ禍・・・文明崩壊の危機。唯一の解決策は贅沢な脱成長経済だ。
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第 3章 資本主義システムでの脱成長を撃つ 

▼経済成長から脱成長へ 

～欧米で注目を集めている政治経済学者ケイトス・ラワースは長年、南北問題に取り

組んできた。 

▼ドーナツ経済――社会的な土台と環境的な上限 

～議論の出発点は「地球の生態学的限界の中で、どのレベルまでの経済発展であれ

ば、人類全員の繁栄が可能になるか」一日 1，25 ドル以下で暮らす 14 億人の貧困

を終わらせるには世界の所得の 0，2％を再配分で足りる。 

▼経済成長と幸福度に相関関係は存在するのか 

～経済成長しなくても既存のリソースを旨く配分すれば今迄以上に繁栄の可能性あり。 

▼公正な資源配分を 

～経済成長が大きな幸福度の増大をもたらさないなら脱成長、定常型経済への移行

を真剣に検討すべきだ。 

▼グローバルな公正さを実現できない資本主義 

～他者の立場に立ち、明日は我が身だと想像して持続可能な社会を志向する必要が

ある。 

▼4つの未来の選択肢 

①気候ファッシズム～資本主義と経済成長にしがみつく、環境難民になる人が多く

出てくる。 

②野蛮状態～超富裕層 1％と残りの 99％との力の争いで野蛮状態になる。 

③気候毛沢東主義～中央集権的独裁国家。 

④X～民主主義的な相互扶助の社会。 

▼なぜ、資本主義の下では脱成長できないのか 

～資本主義は 70 年代に深刻なシステム危機に陥り新自由主義が世界的に導入され

民営化、規制緩和、緊縮政策を推し進め金融市場や自由貿易を拡大しグローバル

化の端緒を開き、それが資本主義延命の唯一の方法だった。 

環境危機に立ち向かい、経済成長を抑制する唯一の方法は脱成長型のポスト資本

主義に向けて大転換する事である。 

▼なぜ貧しさは続くのか 

～経済成長を目指して構造改革や量的緩和を行い乍ら労働分配率は低下し、格差

は拡大し自然を犠牲にしている。 



▼日本の特殊事情 

～脱成長 Vs経済成長の対立は経済的に恵まれた団塊世代と困窮する氷河期世代と

の対立である。 

日本の反緊縮は気候変動対策としてのインフラ改革と生産方法の変革が抜け落ち、

金融緩和や財政出動で資本主義の経済成長を追求する理論とすり替わった。 

▼資本主義を批判する Z世代 

～18～29 才の世代はグローバル市民としての自覚を持ち、社会を変える為に脱成長

が新世代の理論として台頭。 

▼取り残される日本の政治 

～各国では革新的な直接行動で抗議運動を展開している。 

▼旧世代の脱成長への限界 

～「脱成長資本主義」は存在しえない、空想主義で旧世代の限界である。 

▼「失われた 30年」は脱成長なのか？ 

～資本主義にとって成長できない状態ほど最悪なものはない、労働分配率は低下し

貧富の格差はますます広がりブラック企業の様な労働問題も深刻化し、社会的な 

分断が人の心を痛めている。 

▼「脱成長の意味」を問い直す 

～GDPには反映されない人々の繁栄や生活に質に重きを置く。 

▼自由平等で公正な脱成長論 

～労働を抜本的に変革し、搾取と支配の階級的対立を乗り越え自由、平等で公正か

つ持続可能な社会を目指す。 

▼「人新世」に蘇るマルクス 

～資本主義を明快に批判し、脱成長社会への自発的移行を明示的に要求する理論

と実践が求められている。 

第 4章 「人新世」のマルクス 

▼マルクスの復権 

～生産者達が生産手段を「コモン」として資本家の下で働くのではなく共同で管理・ 

運営する社会の事だった。 

▼コミュニズムは「コモン」を再建する 

～知識・自然環境・人権・社会という資本主義で解体されてしまった「コモン」を意識的

に再建する試み。 

▼新たな全集プロジェクト MEGA（マルクス・エンゲルス全集） 

～マルクスの「研究ノート」で「資本論」に新しい光を当てる事が出来る様になる。 

▼物質代謝論の誕生 

～「資本論」でのエコロジカルな理論的転回。 

▼物質主義が引き起こす物質代謝のかく乱 



～資本は「人間と自然の物質代謝」を変容して、人間も自然も徹底的に利用しつくす。 

▼修復不可能な亀裂 

～「資本論」は資本主義が持続可能な生産の為の条件を掘り尽くすことに警鐘を鳴ら

している。 

▼「資本論」以降のエコロジー研究の真価 

～拙著「大洪水の前に」でマルクスの知見がリービッヒの「略奪農業」批判さえも超えて

いると分かる。 

▼生産力至上主義からの完全な決別 

～資本は「修復不可能な亀裂」を世界規模で深めていく、最終的に資本主義は存続

できなくなる。 

▼持続可能な経済発展を目指す「エコ社会主義」へ 

～しかし晩年のマルクスは、この「エコ社会主義」をも超えていた。 

▼「脱成長コミュニズム」という到達点 

～西欧におけるコミュニズムの試みは持続可能性と平等を重視する合理性を打ち立

てる為には「共同体から定常型経済の原理を学び、それを取り入れなければならな

い」とマルクスは云っているのだ。 

▼脱成長コミュニズムという新たな武器 

～マルクスは西欧資本主義を真に乗り越えるプロジェクトとして構想する地点に到達し

ていた。 

▼マルクスの遺言を引き受ける 

～「人新世」 の危機に立ち向かうため、最晩年のマルクスの資本主義批判の洞察を 

より発展させ 「脱成長コミュニズム」 の理論化として引き継ぐような大胆な新解釈に

今こそ挑まなくてはならない。 

第 5章 加速主義という現実逃避 

▼加速主義とは何か 

～資本主義の技術革新の先にあるコミュニズムに於いては完全に持続可能な経済成

長が可能になると主張。 

▼開き直りのエコ近代主義 

～環境危機が深刻化してしまい、今更後戻りできない、地球からの略奪を強化し、より

深刻化を招くことになる。 

▼政治主義の代償＝選挙に行けば社会は変わる？ 

～トップダウンの改革は民主主義の領域を狭め参加者の主体的意識を著しく棄損。 

▼市民議会による民主主義の刷新 

～英国の環境運動「絶滅への反逆」と仏国の「黄色いベスト運動」の成果。 

仏国では 2020 年 6 月に提出され、抽選で選ばれた 150 人による市民議会での  

討議の結果は具体的な政策案となり国民投票の実施を求めた。 



▼資本の「包摂」によって無力になる私達 

～資本による「包摂」から専制へ～私達は技術や自律性を奪われ職人は没落、構想

能力は資本に独占され、商品と貨幣に頼ることなしには生きる事すらできない、こう

した「包摂」により、より徹底した資本への従属を迫られるようになる。 

▼技術と権力 

～一部の政治家と資本が結託するトップダウン型の社会を本当に望ましいと云えるだ

ろうか。 

▼グローバルな危機に「閉鎖的技術」は不適切 

～気候危機は真にグローバルな危機で最悪の事態を避ける為に全ての人類が連帯

できるか、という試練である。 

▼別の潤沢さを考える 

～世界で最も裕福な資本家 26人は貧困層 38億人もの総資産と同額の富を独占して

いる。資本主義こそ希少性を生み出すシステムだと、この関係をマルクスと共に  

次章で深く考えてみよう。 

                                               （ 続く ） 

 

 

 

 


